
「お・も・て・な・し」 校 長 市橋 英雄

「お持て成し」･････「客に対する良い扱い。サービスのこと。」

そもそもの意味は、「取りなす。処置する。」「取り扱う。待遇する。」

今から6年前の9月7日、アルゼンチン。国際オリンピック委員会（IOC）は、2020年夏のオリ

ンピック・パラリンピックを『東京』で開催すると発表。これに先立って行われた、最終とな

る各国のプレゼンテーション。フリーアナウンサー滝川クリステルさん（小泉進次郎氏との結

婚報道でも懐かしいVTRが流れていました。当時35歳）による流暢なフランス語と、「訪れる人

を慈しみ、見返りを求めない」という日本が持つ素晴らしい文化、「おもてなしの心」の紹介

が、大きな話題を呼びました。

もともと、サービス業、特に接客業においては、何よりも「おもてなしの心」が大切と言わ

れています。その意味は、顧客のニーズに応え、また来たいと思わせるような、高いレベルで

のサービスを提供するという考え方です。現在、大手百貨店や世界的に最高のサービスを誇る

ディズニーランドでさえ、日本ならではの「気遣い」や「おもてなし」から、多くのことを学

んでいるそうです。

しかし、古来より「おもてなし」を体現してきた茶道や華道の視点から考えると、さらに深

い意味があるようです。それは、まず自分自身が「これで良い」と納得して相手に提供すると

いう考え方です。納得していないものを相手に差し出すことは、失礼に当たる。つまり、提供

する前に自分自身に対して厳しいハードルを課すのです。そうであるからこそ、自分自身が納

得できる領域に達するまで、そして自らの命が尽きるまで、日々、修練に修練を重ねます。

「教師」という仕事も同じように思います。教えることの専門家として、常に、高みをめざ

して努力する姿勢を持ち続けなければなりません。言い換えれば、「教師」は教えることの専

門家であると同時に、学ぶことの専門家でなくてはならないのです。学ぶことのプロフェッシ

ョナルであるからこそ、教える側に立てるのだと思います。

今月13、14日の二日間、岩内町で北海道特別支援学級教育研究連盟の全道大会が行われまし

た。本校も授業公開の会場となり、教職員は理想とする「授業」をめざし、研修に研修を重ね、

夜遅くまで準備してきました。

当日は全道各地からたくさんの方々のご参加をいただきました。「授業」については、おあ

いこ学級の子どもたちの頑張りもあり、貴重なご示唆、温かい励ましのことばを数多くいただ

くことができました。ここまでの教職員の姿は、正に「おもてなしの心」と重なり、成功裏に

終わった会場で胸が熱くなるのを感じました。

「教師」の使命。それは、生涯に渡り、自らが学び続ける姿勢を示すこと、そして、子ども

たちの学ぶ気持ちに火をつけることだと考えます。西校職員一同、これからも質の高い「授業」

をめざし、努力を重ねていきたいと思います。



５年生は宿泊学習を、８月２9・３0日(木・金)に実施する

ことができました。出発時は、雨が降りそうな空模様ですが、

５年生パワーで雲を吹き飛ばし、気温もぐんぐん上昇し、元気いっぱいに2日間の活動が終えられました。

宿泊学習で子どもたちは普段経験できない活動を行いました。それらを通して、協力することの大切さを感

じ取ることができたのではないでしょうか。これからの学校生活では、高学年としての自覚を持ち、学校の

リーダーとして活躍してくれることを期待しています。

〇施設見学（住鉱国富電子・JA共和

選果場見学・鰊御殿とまり）

○夕食（カレーライス）作り 〇レク

〇コテージ宿泊 〇温泉入浴

4年生の社会科の日は、

生憎の雨で、子供たちが

楽しみにしていた京極町

吹き出し公園でお弁当を

食べることはできません

でしたが、さまざまな場所を巡り、学習を深める

ことが出来ました。とても有意義な一日になっ

と思います。

〇倶知安風土館

〇京極町湧学館

〇コアレックス道栄

６年生が楽しみにしていた修

学旅行に行ってきました！２日

とも雲一つない、いい天気でし

た。函館では、自分たちで立て

た計画に従って施設見学したり、

買い物をしたりしました。函館

山からの美しい夜景には、みん

な少し興奮した様子でした。

みんなで協力し、しっかりと

学び，楽しさいっぱい、おなか

いっぱいの充実した２日間になり

ました。６年生は、今回学んだこ

とを今後の自分たちの生活に生か

していくことと思います。

＜西小っ子の活躍＞
☆９月２２日（日）蘭越

第44回全後志少年柔道大会

1～４年女子 ３位 □□ □□（4年）

団体戦 ３位 先鋒 □□ □□（4年）

小学生の部 次鋒 □□ □□（4年）

中堅 □□ □□（4年）

副将 大将（東小）


